
与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

『
海
内
詩
媒
』

の
漢
詩
人

安
藤
寛

1

西

村

富
美
子

『海
内
詩
媒
』
は
、
大
阪
の
漢
詩
人

日
柳
三
舟

(政
悪
)
主
宰

の
浪
華
文
会

(大
阪
市
南
区
北
桃
谷
町
五
十
七
番
地
)

が
発
行
し
て
い
た
月
刊
の
漢
詩
雑
誌

で

な
　
　
　

あ
る
。
和
装
小
冊
子

(縦
二
十

・
一
セ
ン
チ
、
横
十
二

・
三
セ
ン
チ
)
。
明
治
十

五
年

(
一
八
八
二
)
二
月
に

『桂
林
鯨
芳
』
の
名
で
桂
林
館
か
ら
創
刊
、
明
治
十

七
年

(
一
八
八
四
)
九
月
、
第
二
十
七
集
以
後

『海
内
詩
媒
』
と
改
題
し
、
第
三

十
三
集
ま
で
は
月

一
回
、
そ
れ
以
後
月
二
回
の
発
行

(社
友

の
投
稿
詩

の
増
加
に

よ
る
)

で
あ

っ
た
。
最
終
の
明
治
二
十

八
年

(
一
八
九
五
)
十
二
月
、
第
百
九
十

集
近
く
は
隔
月
刊
に
戻

っ
て
い
る
。

鉄
幹
の
同
誌

へ
の
投
稿
は
、
誌
名
が

『桂
林
鯨
芳
』
か
ら

『
海
内
詩
媒
』
に
改

題
さ
れ
た
明
治
十
七
年
十

一
月
二
十
八
日
発
行
の
第
二
十
九
集
が
最
初
で
、
続
い

な
　　
　

て
同
じ
日
付
発
行
の
第
三
十
集
が
二
首
目
で
あ
る
。
な
お
第
三
十
集
の
印
刷
奥
付

に
は

「社
友
三
百
」

に
な

っ
た
と
あ
る
。

こ
の

『海
内
詩
媒
』
に
は
、
鉄
幹
の
漢
詩
が
五
十
六
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
最

初
の
第
二
十
九
集

(明
治
十
七
年
十

一
月
)
か
ら
第
百
三
十
集

(明
治
二
十
二
年

六
月
)
ま
で
、
約
四
年
半
の
年
月
に
わ
た

っ
て
、
ほ
と
ん
ど
毎
月
そ
の
詩
が
見
え

る
。
月
に

一
首

の
詩
作
は
、
十

一
歳
か
ら
十
六
歳
と
い
う
十
代
の
少
年
で
あ

っ
た

鉄
幹
の
年
齢
を
考
え
る
と
、
漢
学
の
素
養
と
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
た
と
は
い
え
、

か
な
り
の
時
間
、
労
力
と
精
神
的
負
担
を
伴

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『海
内
詩
媒
』

へ
の
投
稿
を
始
め
た
時
、
鉄
幹
は
大
阪
住
吉
区
遠
里
小
野
町
の

安
養
寺

(住
職
安
藤
秀
乗
)
の
養
子
の
身
で
あ

っ
た
。

鉄
幹
が
漢
学
の
基
礎
を
積
ん
だ
歴
史
を
、
寛
自
身
の
作
成
し
た
年
譜
に
よ

っ
て

ふ
り
返

っ
て
み
る
な
ら
ば
、
明
治
十
三
年

(
一
八
八
〇
)
七
歳
の
時
、
鹿
児
島
市

の
名
山
小
学
校
に
入
学
し
、
市
内
の
漢
学
塾
で
学
ん
だ
の
に
始
ま
る
。
翌
年

(
一

八
八

一
)
八
歳
の
時
、
同
地
の
西
本
願
寺
主
管
で
あ

っ
た
父
礼
厳
の
講
錘
の
座
に

列
な
り
、
ま
た
弟
子
た
ち
に
も
漢
籍
の
素
読
を
学
ん
で
い
る
。
明
治
十
五
年

(
一

八
八
二
)
九
歳
の
十
二
月
に
、
京
都
の
発
願
寺
の
鈴
木
忍
宏
の
養
子
と
な
り
、
後

藤
某
氏
の
漢
学
塾
に
学
ん
で
い
る
が
、
す
で
に
五
歳
の
と
き
に
、
父
母
及
び
三
人

の
兄
か
ら
、
仏
典

・
漢
籍

・
国
書
の
素
読
、
習
字
等
の
教
え
を
受
け
て
い
る
。
以

上
が
幼
少
の
こ
ろ
に
蓄
積
し
た
漢
学
の
素
養
の
基
礎
で
あ

っ
た
。

し
か
し
翌
年
十
歳
の
時
に
父
や
寛
自
身
に
身
上
の
変
化
が
あ
り
、
父
は
洛
北

一

乗
寺
の
北
山
御
坊
に
隠
栖
し
、
寛
は
二
ヶ
月
ほ
ど
い
た
養
家
先
の
鈴
木
家
か
ら
戻

る
が
、
四
ヶ
月
ほ
ど
後
に
再
び
大
阪
住
吉

・
遠
里
小
野
の
安
養
寺
の
養
子
と
な

っ

て
い
る
。
そ
し
て
す
ぐ
に
堺
市
の
河
合
坤
庵
に
漢
籍
漢
詩
を
学
び
、
九
月
か
ら
、

同
市
の
高
木
秋
水

(名
は
展
為
)
に
漢
籍
漢
詩
、
ま
た
敷
津
村
祐
貞
寺

の
西
本
願

寺
学
林

で
仏
典
及
び
漢
籍
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
、
高
木
秋
水
の
命
名

に
よ

っ
て
雅

号
を
澄
軒
と
称
し
た
。

翌
十
七
年
、
十

一
歳

で
、
師

の
高
木
秋
水
の
推
薦
に
よ
り
、
漢
詩
作
成

の
進
歩

が
著
し
い
と
認
め
ら
れ
て
、
大
阪
府
下
の
書
画
会
や
漢
詩
会
に
招
か
れ
作
詩
ま
た

揮
毫
す
る
生
活
が
三
年
ほ
ど
続
き
、
漢
詩
人

・
画
家

・
歌
人
の
先
輩
た
ち
と
知
り

合

っ
た
の
だ
が
、
そ
の
中
に

「海
内
詩
媒
」
の
主
宰
者
、
日
柳
三
舟
が
い
た
。
そ
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し
て
秋
十

一
月

に
初
め
て
投
稿
し
た
漢
詩
が
選
に
入
り
載
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

前
稿

で
す

で
に
紹
介
し
た

「秋
江
晩
望
」
と
題
す
る
七
言
絶
句
で
あ
る
。

こ
れ

が
寛
の
漢
詩

の
処
女
作
で
あ
る
が
、
同
時
に
寛
の
生
涯
の
全
創
作
活
動
の
最
初

の

デ
ビ

ュ
ー
作

で
も
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
以
後
五
十
年
間
に
わ
た
る
寛
の
作
家
生

　

　ヨ
　

活
の
出
発
点
は
漢
詩

で
あ
り
、
創
作
の
原
点
は
漢
詩
で
あ

っ
た
。

当
時
、
寛
が
い
か
に
漢
詩

の
創
作
に
熱
中
し
て
い
た
か
は
、
寛
自
身
の
言
葉
に

よ
れ
ば
、
「籍
練
に
之
を
忘
れ
ず
、
夜
を
徹
す
る
こ
と
屡
々
な
り
。

一
語
も
萄
も

す
る
を
欲
せ
ざ
る
が
故
に
、
推
敲
を
重

ね
て
意

に
満
た
ざ
れ
ば
声
を
挙
げ
て
泣
け

り
。
養
家
ま
た
貧
寺
に
し

て
書
無
き
が
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
詩
集
と
韻
書
と
を
諸
方

よ
り
借
覧
せ
り
」
と
い
う
。
ま
た
翌
年

の
春
ま
で
に
、
先

の
祐
貞
寺

の
経
蔵
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
仏
典

・
漢
書

・
国
書

の
殆

ど
全

て
を
通
読
し
て
し
ま

っ
た
。
現
在

で
言
え
ば
、
小
学
校
卒
業
程
度
の
年
齢

で
あ
る
が
、
漢
詩

の
作
詩

の
た
め
に
血
の

に
じ
む
よ
う
な
努
力
と
情
熱
を
傾
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
生
家
も
養

家
も
寺

で
あ

っ
た
が
、
僧
職
を
継
ぐ
こ
と
に
不
本
意

で
あ

っ
た
十
代

の
少
年
、
寛

の
必
死
の
自
分
探
し
の
行
為
の
表
れ
だ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お

『
海
内
詩
媒
』
に
つ
い
て
少
し

ふ
れ
て
お
く
な
ら
ば
、
「桂
林
齢
芳
」
(第

一
集
～
第
二
十
六
集
)

・

「
海
内
詩
媒
」

(第
二
十
七
集
～
第
百
九
十
集
)

に
関

し
て
は
、
現
時
点
で
は
入
手
困
難
と
い
う
よ
り
、
各
種
図
書
館
も
所
蔵
し
て
い
る

所
は
限
ら
れ
て
お
り
、
仮
に
所
蔵
さ
れ

て
い
て
も
欠
巻
が
あ
り
、
完
全
に
揃

っ
て

い
る
所
は
先
ず
無
い
と
言
う
現
状
で
あ

る
。
筆
者
も
、
寛
の
漢
詩
所
載

の

「海
内

詩
媒
」
に

つ
い
て
は
、
先
学
の
功
に
よ
り
把
握
は
し
て
い
る
が
、
未
だ
に
閲
覧

で

き
な
い
で
い
る
欠
巻
の
あ
る
こ
と
を
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
は
、
寛

の

漢
詩
は
未
確
認
の
も
の
は
除
外
し
た
が
、
な
お
博
雅
の
教
え
を
乞
う
。

『海
内
詩
媒
』

に
は
、
各
詩

に
評
語

(欄
外

の
詩
の
頭
)
・
圏
点

(○
印
が
字

の
横
)

・
批
点

(傍
点
が
字

の
横
)
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
中
に
誤
字

・
誤
植
が

幾

つ
か
見
ら
れ
る
。
ま
た
印
刷
の
奥
付

の
記
述
か
ら
、
課
題
詩
ま
た
自
作
の
詩
が

あ
る
こ
と
、
社
友
は
、
寛
が
投
稿
を
始
め
た
時
に
は
す
で
に
三
百
人
、
更
に
四
百

人
以
上

に
増
加
し
た
こ
と
、
詩
の
評
語

・
圏
点

・
批
点
は
日
柳
三
舟

一
人
で
は
な

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

く
複
数
人

(会
幹
)
に
よ

っ
た
こ
と
、
表
紙
画
は
社
友

の
画

の
う
ま
い
も
の
が
画

い
た
こ
と
。
編
輯
上
の
ミ
ス
、
た
と
え
ば
作
者
の
脱
落
、
誤
記
に
つ
い
て
の
謝
罪

文
を
載
せ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
内
部
の
よ
う
す
が
多
少
分
か
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

主
宰
者

・
編
輯
人

・
印
刷
人
な
ど
に
も
変
更
が
あ

っ
た
ら
し
く
、
漢
詩
雑
誌

の
経

営
運
営
も
簡
単
な
事
業
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
寛
の

『
海
内
詩
媒
』
所
載
の
五
十
六
首
の
漢
詩
の
す

べ
て
を
載
せ
る
の
は

紙
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
本
稿
に
は
十
五
首
の
詩
を
選
び
、
詩
題
そ
の
他
を
最

後
尾
に
挙
げ
て
お
く
に
と
ど
め
た
。

○

そ
れ
で
は
、
与
謝
野
寛

の
作
家
活
動

の
出
発
点
と
な

っ
た

「海
内
詩
媒
」
所
載

の
漢
詩
に

つ
い
て
順
を
追

っ
て
述

べ
た
い
と
思
う
。

●
明
治
十
七
年

(
一
八
八
四
)
十

一
歳

①

秋
江
晩
望

一
行
雁
影
海
天
秋
○

水
色
濠
々
山
似
浮
○

暁
瞭
遙
聴
漁
笛
響

盧
花
州
外
認
孤
舟
○
は
　る
　

②

晩
節

晩
節

村
々
都
栽
菊

村
村

何
庭
是
陶
家
○

何
れ
の
処
か
是
れ
陶
家
な
ら
ん

過
了
重
陽
節

重
陽
の
節
を
過
ぎ
了
る
も

僧
園
猶
看
花
○

僧
園

猶
お
花
を
看
る

○
韻
・
・下
平
六

・
麻

①
澄
軒
逸
史
の
号
は
、
第
七
十
九
集
ま
で
用
い
て
い
る
。
②
墨
仙
仙
史

の
号
は

こ
の
詩

の
み
で
、
菊
花
ま
た
僧
園
に
関
係
あ
る
か
。

こ
の
鉄
幹

の
デ
ビ

ュ
i
作
二
首
、
①
七
言
絶
句
、
②
五
言
絶
句
は
、
押
韻

・
平

灰
等
は
規
格
ど
お
り
だ
が
、
①
は
全
句
に
批
点
、
②
は
後
半
の
二
句
に
圏
点
、
が

付
さ
れ
て
い
る
。
な
お
評
語
は
後
に
ま
と
め
て
挙
げ
て
お
い
た
。

(第
二
十
九
集

は
　　
　

及
び
第
三
十
集
は
、
発
行
日
が
同
じ
だ
が
、
誤
植
の
恐
れ
も
あ
る
。
)
①
②
と
も

秋
江
の
晩
望

澄
軒
逸
史

安
藤
寛

一
行
の
雁
影

海
天
の
秋

水
色
濠
濠
と
し
て

山
浮
く
に
似
た
り

暁
瞭

遥
か
に
聴
く

漁
笛
の
響
き

芦
花
州
外

孤
舟
を
認
む

○
韻
:
下
平
十
二

・
尤

墨
仙
々
史

安
藤
寛

都
て
菊
を
栽
う
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

に
、
中
国
の
詩

の
雰
囲
気
に
非
常
に
よ
く
似

て
お
り
、
漢
詩

の
第

一
・
第
二
作
と

し
て
は
努
力

の
佳
作
と
言
う
べ
き

で
あ

ろ
う
か
。
②
は
特
に
陶
淵
明
を
意
識
し
て

い
る
が
、
①
②
と
も
に
、
詩
語
か
ら
見

て
実
景
を
詠
ん
だ
も

の
で
あ
ろ
う
。

●
明
治
十
八
年

(
一
八
八
五
)
十
二
歳

③

歳
暮
感
懐

東
流
碧
水
送
昏
農
○

逝
者
不
鶴
來
者
新
○

千
尺
松
高
無
競
節

一
枝
梅
獲
有
先
春
○

④

歳
暮
感
懐

飛
雪
寒
風
年
欲
暮

光
陰
瞥
如
流
水
過
○

稚
童
喜
待
新
春
至

窮
婁
猫
愁
酒
債
多
○

③

の
七
言
絶
句
は
押
韻

・
平
灰
等
は
規
格
ど
お
り
、

押
韻
せ
ず
。
平
灰
は
規
格
ど
お
り
で
あ

る
。

③
は
全
句
に
批
点
、
④
は
転
句
に
批
点
、
結
句
に
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
③

④
は
同
じ
題

の
詩
だ
が
、
③
は
実
際
に
は
前
年
の
十
七
年
十
二
月
の
作
。
「歳
暮
」

を
詠
ん
だ
詩
を
二
首
な
ら
べ
て
み
た
の
だ
が
、
③
は
格
言
等
を
ま
じ
え
て
、
「
松

・

梅
」
な
ど

の
歳
暮
ま
た
歳
寒
に
ふ
さ
わ
し
い
風
物
を
用
い
て
格
調
高
く
う
た
わ
れ

て
い
る
。
④
は
日
常
生
活
の
中
で
の

「
歳
暮
」
を
描
写
し
、
大
人
と
子
供

の
迎
春

の
心
境

の
違

い
を
対
比
す
る
。
た
だ
し
結
句
は
唐
詩
風
の
感
が
あ
る
。

●
明
治
十
九
年

(
一
八
八
六
)
十
三
歳

⑤

又

(丙
戌
新
年
)

歓
聲
佳
氣
満
村
閻
○

正
座
朝
來
試
筆
初
○

出
谷
黄
鶯
尋
奮
宿

賀
年
騒
客
駐
高
車
○

歳
暮

の
感
懐

澄
軒
逸
史

安
藤
寛

東
流

の
碧
水

昏
農
を
送
り

○
韻

:
上
平
十

一
・
真

逝
者
帰
ら
ず

来
者
新
た
な
り

千
尺
の
松
高

く
し
て

節
を
競
う
無
く

一
枝

の
梅
発
き
て

春
に
先
ん
ず
る
有
り

　
　る
　

歳
暮

の
感

懐

澄
軒
逸
史

安
藤
寛

飛
雪

寒
風

年
暮
れ
な
ん
と
欲
す

光
陰
瞥
な
る

こ
と

流
水
の
過
ぎ
る
が
如
し

稚
童
喜
び
て

新
春
の
至
る
を
待
ち

窮
隻
独
り
酒
債
の
多
き
を
愁
う

○
韻
:
下
平
五

・
歌

④
の
七
言
絶
句
は

一
句
が

又

(丙
戌
の
新
年
)

澄
軒
逸
史

歓
声
佳
気

村
閣
に
満

つ

正
座
し
て

朝
来

試
筆
の
初
め

谷
を
出
で
て

黄
鴬

旧
宿
を
尋
ね

年
を
賀
す
騒
客

高
車
を
駐
む

安
藤
寛

雪
消
屋
角
梅
花
笑

雪
消
え
て

屋
角
に
梅
花
笑
い

日
暖
門
前
柳
葉
鎌
○

日
暖
か
く
し
て

門
前
に
柳
葉
静
ぶ

紅
旭
三
竿
祥
霜
裡

紅
旭
の
三
竿

祥
霧
の
裡

春
風
先
到
野
人
盧
○

春
風
先
ず
到
る

野
人
の
窟

○
韻
:
上
平
六

・
魚

⑥

同

(山
秀
水
塞
丙
集
)
瓜
生
野

澄
軒
逸
史

安
藤
寛

う

り

ゆ
う

の

同

瓜
生
野

正
平
年
間
小
楠
公

寡
兵
能
破
敷
万
敵
○

我
村
則
是
瓜
生
村

々
中
干
今
有
遺
迩
◎

境
幽
地
僻
乾
坤
別
▲

我
住
此
間
結
茅
屋
△

長
日
消
來
琴
棋
書

一
庭
裁
得
梧
桐
竹
△

北
接
墨
江
南
和
水

藤
薙
紆
垣
松
傍
門
口

淡
島
酉
横
夕
陽
閃

葛
山
東
讐
翠
入
軒
口

四
面
風
光
四
時
好

日
坐
窓
底
動
詩
情
◇

人
煙
都
是
二
百
戸

人
々
抱
義
主
忠
誠
◇

口
甘
疏
菜
常
健
康
▼

家
爲
水
旱
幾
盛
衰
▽

婦
女
繰
車
夫
耕
地

各
作
強
兵
富
國
基
▽

(注

-

多
存
極
樂
寺
。

余
村
往
昔
構
瓜
生
、

村
中
婦
女
、

撮
津
遠
里
小
野
人

正
平
年
間

小
楠
公

寡
兵

能
く
数
万
の
敵
を
破
る

我
が
村
は
則
ち
瓜
生
村

村
中

今
に
お
い
て
遺
　
有
り

境
は
幽

地
は
僻
に
し
て

乾
坤
別
る

我

此
の
間
に
住
み
て
茅
屋
を
結
ぶ

長
日
消
来
す

琴
棋
の
書

一
庭
栽
え
得
た
り

梧
桐

竹

北
は
墨
江

南
は
和
水
に
接
す

藤
薙

垣
に
紆
わ
り

松

門
に
傍
う

淡
島
は
西
に
横
た
わ
り

夕
陽
閃
き

葛
山
は
東
に
讐
え

翠
は
軒
に
入
る

四
面
の
風
光

四
時
好
く

日
び
窓
底
に
坐
し
て

詩
情
動
く

人
煙

都
べ
て
是
れ
二
百
戸

人
人

義
を
抱
き

忠
誠
を
主
と
す

口
に
疏
菜
甘
く

常
に
健
康
な
る
も

家
は
水
旱
の
為
に
幾
た
び
か
盛
衰
す

婦
女
は
車
を
繰
り

夫
は
地
を
耕
す

各
お
の
強
兵
富
国
の
基
と
作
る

小
楠
公
之
陣
跡
也
。
干
今
楠
公
及
小
楠
公
之
遺
物

皆
業
練
車
。
句
中
故
及
之
。
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余
が
村
、
往
昔
瓜
生
と
称
し
、
小
楠
公
の
陣

の
跡
な
り
。
今
に
干
い
て
楠
公

及
び
小
楠
公
の
遺
物
多
く
極
楽
寺

に
存
す
。
村
中
の
婦
女
皆
な
繰
車
を
業
と

す
。
句
中
故
に
之
に
及
ぶ
。
)

韻
:
○
入
声
十
二

・
錫
、
◎
入
声
十

一
・
陪
、
▲
入
声
九

・
屑
、
△
入
声

一
・

屋
、
口
上
平
十
三

・
元
、
◇
下
平
八

・
庚
、
▼
下
平
七

・
陽
、
▽
上
平
四

・
支
。

⑤
の
七
言
律
詩
は
押
韻

・
平
灰
等
は
規
格
ど
お
り
だ
が
、
頷
聯

・
頸
聯
に
批
点

が
付
さ
れ
て
い
る
。
⑥

の
七
言
古
詩
は
転
韻

(五
回
)
、
七

・
八

・
十
九
句
に
批

点
、
十
六

・
二
十
句
に
圏
点
が
付
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
年

の
第
五
十
七
集

(三
月
二
十

五
日
発
行
)
か
ら
、
住
居
を
記
す
よ
う
に

な

っ
た
が
、
す
で
に
四
月
に
は
養
家

の
安
藤
家
を
脱
出
し
、
岡
山
の
国
富
村
禅
光

寺
安
住
院

の
住
職
、
長
兄
和
田
大
円
の
も
と
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。

⑤
は
新
春

の
風
景
を
う
た
う
。

一
・
二
句
は
村

の
賑
わ
い
と
書
き
初
め
、
三

・

四
句
は
鶯
の
訪
れ
と
年
賀
客
の
訪
れ
、
五

・
六
句
は
雪
間
の
梅
と
柳
葉
の
芽
吹
き
、

後
聯
は
真
紅

の
初
日
の
出
と
春
風
。
新
春

に
ふ
さ
わ
し
い
風
景
の
描
写
だ
が
、
実

景
か
否
か
整

い
す
ぎ
の
感
が
あ
る
。
⑥

は
養
家
安
藤
家
の
あ
る
瓜
生
野

(遠
里
小

野
)

の
楠
正
行

・
正
成
に
ま

つ
わ
る
歴
史
を
詠
ん
で
お
り
、
義
と
忠
誠
を
信
条
と

し
た
村
人
た
ち
の
男
女
の
現
在

に
至
る
生
活
を
述
べ
る
物
語
詩
で
あ
る
。
晩
年

の

は
　き
　

寛
は
こ
の
五
言
古
詩
を
得
意
と
し
た
。

●
明
治
二
十
年

(
一
八
八
七
)
十
四
歳

⑦

呈
謄
山
先
生

次
其
駒

澄
軒
小
史

安
藤
寛

腱
山
先
生
に
呈
す

其
の
韻
に
次
す

囁
津
遠
里
小
野
人

山
氣
籠
窓
暮
霧
青
○

山
気

窓
に
籠
も
り
て

暮
霧
青
く

清
流
邊
屋
夢
清
露
○

先
生
幽
興
尤
堪
羨

夜
々
酔
眠
斯
好
亭
○

⑧

西
瓜

連
日
村
々
暑
炎
酷

清
流

屋
を
邊
り
て

清
霊
を
夢
む

先
生
の
幽
興

尤
も
羨
む
に
堪
え

こ
れ

よ

夜
夜

酔
眠

斯
好
き
亭

○
韻
・・下
平
九

・
青

西
瓜

澄
軒
小
柄

安
藤
寛

撮
津
遠
里
小
野
人

連
日

村
村

暑
炎
酷
に
し
て

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

西
瓜
囑
了
諮
胸
襟
○

西
瓜
を
噛
み
了
り
て

胸
襟
を
開
く

前
身
恐
是
忠
臣
化

前
身

恐
ら
く
は
是
れ
忠
臣
の
化

大
腹
由
來
充
赤
心
○

大
腹
由
来
赤
心
充

つ
な
ら
ん

○
韻
・
・下
平
十
二

・
侵

⑦

の
七
言
絶
句
は
押
韻

・
平
灰
等
は
規
格
ど
お
り
で
、
起
句

に
圏
点
、
承
句
に

批
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
⑧
の
七
言
絶
句
は
起
句
に
押
韻
し
な
い
が
、
平
灰
は
規

格
ど
お
り
で
、
転
句
に
批
点
、
結
句
に
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

「
胆
山
先
生
」
は
、
生
駒
章
氏
。
大
阪
の
和
泉
北
村
の
住
人

で
、
「海
内
詩
媒
」

の
社
友
。
た
だ
し
こ
の
詩

の
原
詩
、
胆
山
の
詩
は
未
見
。
⑧

の
西
瓜
の
詩
は
、
実

に
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
て
お
り
、
写
実
的
で
あ
る
。
西
瓜
を
太
鼓
腹

・
赤
心
、
忠
臣

は

『後
漢
書
』
光
武
紀
の

「
赤
心
を
推
し
て
人
の
腹
中
に
置
く
」
を
そ
の
ま
ま
用

い
て
い
る
。
「藍
面

・
赤
心
、
塗
炭

の
熱
を
救
う
。
果
た
し

て
是
れ
忠
臣

の
化
な

り
」

の
評
語
が
あ
る
。

こ
の
年
の
九
月
か
ら
、
寛
は

「摂
津
人
、
備
前
に
寓
す
」
と
記
す
よ
う
に
な
る

が
、
岡
山
中
学
の
入
試
の
失
敗
は
漢
詩
の
作
詩
熱
中
が
原
因
だ
と
考
え
、
漢
詩
作

り
を
抑
制
し
始
め
た
。
十

一
月
に
京
都
の
父
礼
厳

の
も
と
に
帰
り
、
国
書
を
濫
読
、

翻
訳
書
を
読
み
、
父
の
門
弟
と
と
も
に
漢
詩

へ
の
情
熱
を
長
短
歌
作
成
に
移
す
よ

う
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
生
涯
情
熱
を
傾
け
た
歌
人
人
生

の
始
ま
り
で
も
あ

っ
た
。

た
だ
し
、
精
神
的
に
徐
々
に
漢
詩
離
れ
は
し
た
が
、
依
然
と
し
て
実
作
は
続
け

て
お
り
、
翌
年
も
ま
た
翌
々
年
も

「海
内
詩
媒
」

へ
の
月
に

一
首
の
投
稿
詩
の
ペ
ー

ス
に
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
年
に
は
す
で
に
備
前
岡
山
に
居
住
し
て
い

た
が
、
八
月
ま
で
は

「摂
津
遠
里
小
野
人
」
と
記
し
て
お
り
、
九
月
二
十
五
日
発

行
の
同
誌
に
掲
載
の
詩
か
ら

「摂
津
人
寓
備
前
」
と
記
し
、
署
名
も

「鐵

(鎮
)

雷
道
人

安
藤
寛
」
と
記
す
よ
う
に
な

っ
た
。
た
だ
し
こ
の
年

の

「
安
藤
寛
」

に
冠
せ
た
署
名
は
、
澄
軒
逸
史
、
澄
軒
小
柄
、
澄
軒
小
裡
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
●
明
治
二
十

一
年

(
一
八
八
五
)
十
五
歳

⑨

送
蓮
渓
詞
伯
錦
干
故
山

二
首

一

鎮
雷
道
人

安
藤
寛

蓮
渓
詞
伯
の
故
山
に
帰
る
を
送
る

二
首
の

一

囁
津
人
寓
岡
山
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

東
備
有
偉
人

東
備
に
偉
人
有
り

○
韻
:
上
声
四

・
紙

由
来
明
事
理
○

由
来

事
理
明
ら
か
な
り

不
關
塵
世
謹

塵
世
の
嘩
に
関
わ
ら
ず

恰
與
臥
龍
似
○

恰
も
臥
龍
に
似
た
り

詩
君
他
日
得
雲
煙

詩
君

他
日

雲
煙
を
得
て

奮
然
躍
出
清
池
裡
○

奮
然
と
し
て

清
池
の
裡
に
躍
り
出
で
ん

⑩

書
從
遠
友
來
時
在
東
備
瓶
井
山

鐵
雷
道
人

安
藤
寛

書
遠
友
従
り
来
た
る
。
時
に
東
備
の
瓶
井
山
に
在
り

撮
津
人
寓
備
前

遠
友
贈
書
情
太
厚

遠
友
書
を
贈
り
て
情
太
だ
厚
く

梅
花
箋
上
墨
痕
薫
○

梅
花
箋
上

墨
痕
薫
る

報
云
今
歳
風
殊
暖

報
じ
て
云
う

今
歳

春
入
漢
山
巳
七
分
○

春
渓
山
に
入
り
て
已
に
七
分

⑪

寄
蓮
漢
詞
伯
伏
乞
次
餉

蓮
渓
詞
伯
に
寄
せ
、
伏
し
て
次
韻
を
乞
う

別
離
將
半
歳

夜
々
夢
相
牽
○

詩
思
君
無
慈

病
痢
吾
未
疹
○

喘
鵠
古
寺
雨

垂
柳
長
院
煙
○

此
際
吟
資
足

可
空
窓
底
眠
○

垂 暗 病 詩 夜 別
柳 鵠 痢 思 夜 離

 

此
の
際

空
し
く
窓
底
に
眠

る
可
し

⑫

奉
父
途
上
作

父
を
奉
じ
て
途
上
の
作

侍
父
欲
探
勝

父
に
侍
し
探
勝
せ
ん
と
欲
し
て

手
携
酒

一
瓠
○

手
に
酒

一
瓠
を
携
う

過
來
松
竹
村

松
竹
の
村
を
過
ぎ
来
た
り

穿
入
稻
花
路
○

稲
花
の
路
に
穿
ち
入
る

風
殊
に
暖
か
く

○
韻
・
・上
平
十
二

・
文

鐵
雷
道
人

安
藤
寛

擾
津
人
寓
備
前

将
に
半
歳

な
ら
ん
と
す

夢
み
て
相
牽
か
る

君

慈
無
く

吾
れ
未
だ
疹
え
ず

古
寺
の
雨

長
隈
の
煙

吟
資
足

る
も

○
韻
:
下
平

一
・
先

鎮
雷
道
人

安
藤
寛

寓
西
京

一
乗
寺
村

池
邊
数
魚
遊

林
間
聴
鳥
呼
◎

山
店
媛
酒
斜

野
水
情
舟
渡
○

古
寺
辞
観
音

村
園
看
楓
樹
○

脚
倦
憩
路
傍

憩
了
亦
相
歩
○

至
虞
佳
景
多

憾
我
無
佳
句
○

池
辺

数
魚
遊
び

林
間

鳥
の
呼
ぶ
を
聴
く

山
店

酒
を
媛
め
て
斜
み

や
と

野
水

舟
を
情
い
て
渡
る

古
寺
に
観
音
を
拝
し

村
園
に
楓
樹
を
看
る

つ
か

脚
倦
れ
て
路
傍
に
憩
い

憩
い
了
り
て
亦
た
相
歩
む

至
る
処

佳
景
多
き
に

　つ
ロリ

我
に
佳
句
無
き
を
憾
む

◎
韻
:
上
平
七

・
虞

○
韻
・・去
声
七

・
遇

⑨
は
五
言
四
句

・
七
言
二
句
の
三
韻
詩
。

一
韻
到
底
だ
が
、
所
謂
規
格
型
の
近

体
詩
の
形
式
で
は
な
い
。
圏
点
が
末
句
に
付
さ
れ
て
い
る
。
⑩
の
七
言
絶
句
は

一

句
に
押
韻
し
な
い
が
、
平
灰
は
規
格
ど
お
り
で
あ
る
。
転
句
に
批
点
、
結
句
に
圏

点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
⑪
の
五
言
律
詩
の
押
韻
は
規
格
ど
お
り
だ
が
、
頷
聯
の
平

灰
に
か
な
り
の
乱
れ
は
あ
る
が
頷
聯
に
批
点
、
頸
聯
に
圏
点
が
付
さ
れ
て
お
り
平

　
　ヨ
　

灰
の
乱
れ
に
関
し
て
評
語
は
言
及
し
て
い
な
い
。
⑫
の
五
言
古
詩
は
転
韻

一
回
で
、

後
は

「
遇
」
の
韻
で
通
し
て
い
る
。
三

・
四
句
に
圏
点
、
五
句
は
上
三
字
、
六
句

は
下
三
字
に
、
七

・
八
句
に
批
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

⑨
⑩
⑪
は
、
備
前
岡
山
で
の
作
で
あ
り
、
⑨
⑪
は
蓮
渓
詞
伯
に
贈
る
詩
、
⑩
の

み
か

い
さ

ん

友
は
不
明
だ
が
、
「
瓶
井
山
」

つ
ま
り
寛
が
長
兄
大
円
の
禅
光
寺
安
住
院

に
い
た

お
く

ち

よ
う

時
で
あ
る
。
蓮
渓
詞
伯
は
備
前
岡
山
虫
明

(瀬
戸
内
市
邑
久
町
虫
明
)
の
人
、
社

友
で
あ
り
、
蓮
渓
居
士

・
蓮
渓
道
人
と
も
言
い
、
本
名
は
黒
井
寛
。
翌
年
の
⑬
の

詩
題
に
も
名
が
見
え
る
。
詩
の
内
容
か
ら
察
す
る
に
、
詩
人
ま
た
人
間
と
し
て
も

尊
敬
し
て
お
り
、
⑨
の
詩
に
は

「
臥
龍
」

(諸
葛
孔
明
)
に
例
え
て
い
る
。

こ
の
年
も
京
都

一
乗
寺
の
父
母
の
も
と
に
い
た
が
、
十
月
発
行
の
同
誌

(百
十

八
集
)
ま
で
は
、
「鎮
雷
道
人

安
藤
寛

摂
津
人
寓
備
前
」
を
用
い
て
お
り
、

十

一
月
発
行
の
⑨
に
挙
げ
た
詩
か
ら
、
号

・
署
名
の
後
に
当
時
の
事
実
上
の
住
居

「西
京

一
乗
寺
人
」
を
記
し
て
い
る
。
⑫
の
詩
は
京
都

一
乗
寺
の
父
の
も
と
に
あ

っ
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て
、
こ
の
年
の
秋
に
父
の
供
を
し
て
散
策
に
出
か
け
た
途
上
の
作
。
中
途

の
転
韻

は
意
味
す
る
所
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

ま
た
か

つ
て
の
岡
山
中
学
入
試
失
敗

に
続
い
て
、
同
志
社

へ
の
入
学
も
学
資
が

無
く
実
現
し
な
か

っ
た
。
以
後
諸
々
の
学
校

へ
の
入
学
を
試
み
た
が
実
現
せ
ず
、

寛
が
受
け
た
学
校
教
育
は
小
学
校
で
終
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
寛
は
、
漢
詩
に
お

い
て
は
古
詩
こ
そ
大
詩
人

の
条
件
と
の
見
解
を
持
ち
、
和
歌
も
長
短
歌
の
制
作
を

心
が
け
、
万
葉
、
記
紀
歌
謡
、
仏
足
跡
歌
を
愛
読
す
る
が
満
足
せ
ず
、
漢
魏
唐
宋

の
詩
集
を
博
渉
し
た
と
い
う
。

こ
の
時
期
も
、
寛

の
心
は
和
歌
と
漢
詩
の
間

で
ゆ
れ
動
い
て
い
た
が
、
「海
内

詩
媒
」

へ
の
漢
詩
の
投
稿
は
、
や
は
り
今
ま
で
と
変
化
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

●
明
治
二
十
二
年

(
一
八
八
九
)
十
六
歳

⑬

巳
丑
新
正

巳
丑
の
新
正

鐵
雷
道
人

安
藤
寛

西
京

一
乗
寺
人

⑭
小
杯
徐
酌
屠
蘇
酒

微
酔
畳
來
吟
意
伸
○

豊
歎
門
前
無
賀
客

偏
歓
堂
上
在
慈
親
○

老
梅
笑
雪
香
魂
健

稚
柳
舞
風
姿
態
新
○

誰
謂
山
村
春
未
到

吾
家
己
有
十
分
春
○

小
杯
徐
う
に
酌
む
屠
蘇
の
酒

○
韻
:
上
平
十

一
・
真

微
酔

覚
め
来
た
り
て

吟
意
伸
ぶ

宣

に
門
前
に
賀
客
の
無
き
を
嘆
か
ん
や

偏
え
に
堂
上

に
慈
親
在
る
を
歓
ぶ

老
梅

雪
に
笑
い
て

香
魂
健
や
か
に

稚
柳

風
に
舞
い
て

姿
態
新
た
な
り

誰
か
謂
う

山
村
に
春
未
だ
到
ら
ざ
る
と

吾
が
家

已

に
十
分
の
春
有
り

※
己
↓
已

苔
黒
井
蓮
渓
及
岡
山
諸
友
間
近
況
伏
乞
次
餉
三
首
之

一

黒
井
蓮
渓
及
び
岡
山
の
諸
友
近
況
を
問
う
に
答
う

伏
し
て
次
韻
を
乞
う

三
首
の
一

鐵
雷
道
人

寄
友
詩
漬
陳
實
意

豊
求
虚
飾
句
調
工
○

畦
頭
摘
菜
携
稚
妹

友
に
寄
せ
る

の
詩
は
須
く
実
意
を
陳
ぶ

豊
に
虚
飾
し
句
に
調
工
を
求
め
ん
や

畦
頭
に
菜
を
摘
む
に

稚
妹
を
携
え

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

安
藤
寛

寓
西
京

一
乗
寺

櫨
畔
煎
茶
伴
父
翁
○

炉
畔
に
茶
を
煮
て

父
翁
を
伴
う

は
　ピ
　

相
恩
情
從
病
中
切

相
思

情

病
中
に
従
い
て
切
に

※
恩
↓
思
?

遠
遊
志
到
酒
邊
空
○

遠
遊

志
到
り
て

酒
辺
空
し

同
床
分
餉
其
何
日

床
を
同
じ
く
し
韻
を
分
か

つ
は
其
れ
何
れ
の
日
な
ら
ん

鐵
路
山
陽
全
未
通
○

鉄
路

山
陽
全
く
未
だ
通
ぜ
ず

○
韻
・
・上
平

一
・
東

⑮

淡
婆
姑

淡
婆
姑

鎮
雷
道
人

安
藤
寛

西
京

一
乗
寺
人

淡
泊
由
來
勝
酒
厄
○

淡
泊

由
来

酒
危
に
勝
る

喫
終
心
畳
宿
愁
披
○

喫
し
終
わ
り
て

心

宿
愁
を
披
く
を
覚
ゆ

佳
人
閨
裡
眠
醒
庭

佳
人

閨
裡

眠
り
よ
り
醒
む
る
処

野
客
櫨
邊
談
熟
時
○

野
客

炉
辺

談
熟
す
時

幽
味
奇
香
所
吾
嗜

幽
味

奇
香

吾
が
嗜
む
所

狂
顛
痴
癖
任
佗
啖
○

狂
顛

痴
癖

佗
の
唆
う
に
任
す

常
携
銀
管
長
三
尺

常
に
銀
管
長
さ
三
尺
を
携
え

吐
出
條
々
五
彩
綜
○

条
条
た
る
五
彩
の
糸
を
吐
出
す

○
韻
:
上
平
四

・
支

⑬

の
七
言
律
詩
は

一
句
に
押
韻
し
な
い
が
、
平
灰
は
規
格
ど
お
り
で
、
三
句
、

頸
聯

に
圏
点
、
四
句

・
八
句
に
批
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
⑭
の
七
言
律
詩
も

一
句

に
は
押
韻
し
な
い
。
頷
聯

・
頸
聯
に
平
灰
の
乱
れ
が
あ
る
。

(た
だ
し
三
句
は
対

語
に
よ
る
も
の
か
、
五
句
の

「
恩
」
(思
)
は
誤
植
か
?
)
。

一
句
及
び
頸
聯
に
圏

点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
⑮
の
七
言
律
詩
は
押
韻

・
平
灰
と
も
に
規
格
ど
お
り
で
あ

り
、

一
句
、
八
句
に
批
点
、
頷
聯
に
圏
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

⑬
は
新
春

の
詩
だ
が
、
前
の
⑤
に
比
べ
て
三
年
の
隔
た
り
が
あ
り
、
前
者
は
恐

ら
く
養
家
安
藤
家

で
、
後
者
は
京
都

一
乗
寺

の
両
親
の
も
と
で
迎
え
た
新
年
で
あ

る
。
「吾
が
家
已
に
十
分
の
春
あ
り
」
は
そ
の
意
も
含
め
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

⑭
は
先

の
蓮
渓
伯
詞

に
近
況
を
報
じ
た
も
の
で
、
後
聯
の

「
床
を
同
じ
く
し
韻
を

分
か

つ
は
何
れ
の
日
な
ら
ん
、
鉄
路
山
陽
全
く
未
だ
通
ぜ
ず
」
の
両
句
に
は
蓮
渓

へ
の
思
慕

の
心
情
が
伝
わ
る
。
先

の
⑨
⑪

の
詩
と
あ
わ
せ
黒
井
覚

・
蓮
渓
に
対
す

る
親
愛
敬
愛

の
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
詩

の
内
容

で
あ
る
。
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

⑮
は
、
「
た
ば
こ
」

の
詩

で
あ
る
。
寛

が

ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
あ

っ
た
か
ど

う
か
は
寡
聞

に
し
て
知
り
得
な
い
が
、
他
に
も

「愛
煙
」
の
詩
を
詠
ん
で
い
る
。

「
た
ば
こ
」

は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
、

一
般
的
に
は

「
煙
草
」
「
煙
」
「燗
」

の
字
を

宛

て
る
。
「
淡
婆
姑
」
は
意
味
深
長
な
宛
字

で
あ
ろ
う
が
、
ま
た

「た
ば
こ
」
を

題
に
し
た
詩
も
珍
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
た
ば
こ
は
酒

に
ま
さ
る
価
値
が

あ
り
、
喫
し
た
あ
と
は
精
神
的
に
た
ま

っ
て
い
た
愁
い
が
抜
け
て
い
く
」
の

一
・

二
句
は
喫
煙
者

の
共
感
を
呼
ぶ
句
で
あ
ろ
う
。
ま
た
後
聯
は
、
「
三
尺
の
銀

の
煙

管
を
い

つ
も
携
帯
し
、
条
条
と
五
彩

の
た
ば
こ
の
煙
を
く
ゆ
ら
せ
る
」
は
、
煙
管

を
く
わ
え
て
た
ば
こ
を
ふ
か
す
喫
煙
の
状

の
巧
み
な
写
実
的
描
写
で
あ
る
。

こ
の
年
、
父
の
命
に
よ
り
西
本
願
寺

で
得
度
す
る
が
、
四
月
に
次
兄
赤
松
照
橦

経
営

の
山

口
県
徳
山
町
に
あ

っ
た
徳
山
女
学
校

の
国
語
漢
文
教
員
に
な
り
、
以
後

二
年
間

「積
善
会
雑
誌
」

(次
兄
発
行
)

の
編
集
に
携
わ

っ
た
。
ま
た
古
典
文
学

な
　ア
　

へ
の
興
味
と
同
時
に
次
兄
の
漢
詩
に
和

す
る
漢
詩
も
作

っ
た
、
と
い
う
。

こ
の
年
が
、
「海
内
詩
媒
」

へ
の
投
稿

の
最
期

の
年
で
あ
り
、
六
月
十
二
口]
付

け

(百
三
十

四
集
)
が
最
終
稿
で
あ
る
。

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
投
稿
詩
の
ペ
ー

ス
は
同
じ
だ
が
、
以
後
明
治
二
十
八
年
十
二
月

(百
九
十
集
)
ま
で
発
行
さ
れ
た

「
海
内
詩
媒
」
に
は
寛
の
詩
は
全
く
見
え
ず
、
残
念
な
が
ら
投
稿
中
止
の
理
由
も

不
明

で
あ
る
。

○

『海
内
詩
媒
』
に
投
稿
し
て
い
た

(十

一
歳
か
ら
十
六
歳
)
の
は
、
与
謝
野
寛

ま
た
鉄
幹
で
は
な
く
て
、
漢
詩
人
安
藤

寛
で
あ

っ
た
。
十
歳

の
六
月
に
生
家
の
寺

の
貧
困
に
よ
り
大
阪
遠
里
小
野
の
安
養
寺
の
養
子
と
な
り
、
十
八
歳
の
六
月
に
実

家

の
与
謝
野
家
に
復
籍
す
る
ま
で
の
八
年
間
は
、
安
藤
姓
で
あ

っ
た
。
養
家
に
は

三
年
ほ
ど
で
、
十
三
歳
の
四
月
に
は
岡
山
県
瓶
井
山
の
禅
光
寺
安
住
院
の
住
職
で

あ

っ
た
長
兄
の
も
と
に
脱
出
し
、
再
び
大
阪
の
養
家
に
帰
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

十
四
歳

の
十

一
月
に
は

一
乗
寺

に
居
住
す
る
父
の
も
と
に
帰
る
が
、
十
六
歳
の

四
月

に
山
口
県
徳
山
の
徳
応
寺

の
次
兄
赤
松
照
橦
の
も
と
に
行
き
、
次
兄
の
経
営

す
る
徳
山
女
学
校
で
国
語
漢
文

の
教
員
を
勤
め
、
十
八
歳

の
六
月
に
与
謝
野
姓
に

戻
り
、
十
九
歳
の
三
月
に
は
辞
職
し
て
京
都
に
帰

っ
た
。

以
後
、
上
京
し
て
生
涯
の
師
と
仰
ぐ
落
合
直
文
の
門
下
生
と
な
り
、
漢
詩

の
世

界
か
ら
は
離
脱
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

寛
の
十
歳
か
ら
の
人
生
は
、
大
阪
遠
里
小
野
で
三
年
、
岡
山
禅
光
寺

で

一
年
半
、

京
都

一
乗
寺

で

一
年
半
、
山
口
徳
山
で
三
年
、
と
い
う
各
地
流
転
の
生
活
で
あ
り
、

生
時
か
ら
の
不
運
は
そ
の
ま
ま
続
い
て
い
た
。
住
居
を
転
々
と
し

つ
つ
養
家

の
姓

を
名
乗
り
続
け
な
が
ら
漢
詩
の
詩
作
と
投
稿
の
生
活
。

こ
れ
が

『海
内
詩
媒
』
の

漢
詩
人
寛

の
実
体
で
あ

っ
た
。
『
海
内
詩
媒
』

で
用
い
た
、
澄
軒
逸
史
、
墨
仙
仙

史
、
澄
軒
小
柄
、
澄
軒
小
史
、
鐵

(鎮
)
雷
同
人
、
等
の
各
種

の
号
、
住
居
の
摂

津
遠
里
小
野
人
、
西
京

一
乗
寺
人
、
摂
津
人
寓
備
前
な
ど
、

一
貫
し
た
安
藤
寛
の

名
字
等
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

一
見
微
細
に
見
え
る
事
が
ら
も
当
時

の
寛
の
複
雑

な
心
境
を
推
測
す
る
材
料
に
な
り
う
る
よ
う
に
思
う
。

寛
が

『海
内
詩
媒
』
に
投
稿
し
た
詩
は
総
数
五
十
六
首
、
大
阪
遠
里
小
野
や
京

都

一
乗
寺
在
住
の
時
は
恐
ら
く
日
柳
三
舟
の
主
催
す
る

「浪
華
文
会
」

に
直
接
参

加
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
岡
山

で
の
作
は
投
稿
に
よ
る
参
加

で
あ

っ
た
と
思
わ

れ
る
。
初
期
の
遠
里
小
野
在
住
の
時
の
詩
は
懸
命

の
力
作
な
が
ら
、
概
し
て
漢
詩

習
作
の
時
期
の
感
を
免
れ
な
い
。
岡
山
ま
た
岡
山
に
関
す
る
作
は
量
ま
た
質
の
面

か
ら
見
て
、
五
十
六
首

の
中

で
は
評
価
に
値
す
る
も
の
を
作
詩
し
て
い
る
。
瓶
井

山
禅
光
寺
、
ま
た
本
城
梅
翁
、
蓮
渓
詞
伯
な
ど
と
の
交
流
な
ど
、
わ
ず
か

一
年
半

で
あ

っ
た
が
精
神
的

に
充
実
し
て
い
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

作
詩

の
地
を
推
定

で
き
な
い
詩
も
多

い
が
、
⑥

「瓜
生
野

(遠
里
小
野
)」
、
⑫

ま
　お
　

「
奉
父
途
上
作
」

な
ど
に
は
歴
史
や
肉
親
を
詠
ん
だ
古
詩

の
興
趣
が
あ
り
、
⑧

「
西
瓜
」、
⑮

「淡
婆
姑
」
な
ど
に
は
日
常
周
辺
の
も
の
を
題
材
に
し
た

ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
即
興
詩
と
言
え
よ
う
。

寛

の
十
代
の
漢
詩
、
『海
内
詩
媒
』
投
稿

の
詩
は
、
歌
人
与
謝
野
寛
ま
た
与
謝

野
鉄
幹
と
は

一
線
を
画
す
る
作
品
で
あ
り
、
後

の
歌
人
鉄
幹
の
文
学
活
動
の
前
哨

戦
的
な
成
果
と
し
て

一
つ
の
評
価
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、

筆
者
は
考
え
て
い
る
。
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[注
]

(1
)
『海
内
詩
媒
』
の
体
裁
に

つ
い
て
、
広
田
栄
太
郎
氏
は

「縦
五
〇
セ
ン
チ
、

横

一
二

・
五
セ
ン
チ
」
と
記
し
、
以
後
、
逸
見
氏
も
そ
れ
を
踏
襲
す
る
が
、
何

か

の
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(2
)広
田
氏
は
、
「十
二
月
」
の
間
違
い
と
す
る
が
、
詳
細
は
不
詳
。

(3
)
湯
浅
光
雄

「寛
先
生
少
年
時
代

の
漢
詩
」
、
谷
林
博

「
与
謝
野
鉄
幹
の
初
期

作
品
を
め
ぐ

っ
て
」
に
も
、
こ
の
事

に
ふ
れ
て
い
る
。

(4
)本
稿

で
引
用
し
た
、
②
及
び
③
の
詩
は
、
芳
村
弘
道
氏
所
蔵
本
に
よ
り
確
認

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

(5
)
後
に
挙
げ
た
評
語
⑪
を
参
照
。

(6
)
五
句

の

「相
恩
」
の
語
は

「相
思
」
の
誤
植
だ
ろ
う
。
詩
語
ま
た

「遠
遊
」

の
対
語
と
し
て
も
、
「
相
恩
」
よ
り

「相
思
」

の
方
が
適
し
て
い
る
。
ま
た
平

灰
も
合
致
す
る
。

(7
)
「積
善
會
雑
誌
」
第
十

一
号
に

(
明
治
二
十
二
年
四
月
三
十
日
発
行
)
に
、

寛

の
漢
詩
が
見
え
る
が
、

こ
の
詩
は
す
で
に

「海
内
詩
媒
」
第
百

二
十
二
集

(明
治
二
十

一
年
七
月
十
二
日
発
行
)
所
載

の
詩

で
、
詩
題
は

「題
輕
濠
集
次

學
鶴
詞
兄
之
原
韻
」
(字
の
異
同
が
あ

る
)
。
「
學
鴎
詞
兄
」

は
北
海
道
札
幌
の

人
、
姓
は
松
田
。
当
時
静
岡
に
居
住
。

(8
)奥
野
信
太
郎
氏
は
、
鉄
幹
の
漢
詩
を
絶
賛
し
て
い
る
が

(恐
ら
く
晩
年
の
作
)
、

特
に
五
言
古
詩
と
五
言
律
詩
に
長
じ
、
漢
詩
は
歌

へ
の
精
進
の

一
つ
で
あ

っ
た

と
い
う
。
田
山
花
袋
や
夏
目
漱
石
よ
り
高
く
評
価
す
る
。

【評
語
】

①

趙
碕
楼
自
り
脱
化
。

⑥ ⑤ ④ ③ ②

所
謂
未
だ
必
ず
し
も
秋
香

一
夜
に
衰
え
ず
。

歳
寒
の
操
節
、
之
の
中
に
隠
然
た
り
。

後
半
、
字
対
せ
ず
し
て
、
句
は
則

ち
対
す
。

春
風
至
る
。
公
な
る
こ
と
朝
野
の
別
無
し
。

結
末
、
起
手
中
段

の
人
々
抱
義
の
句
に
応
ず
。

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

蓋
し
是
れ
当
年
流
風
遺
俗
な

り
。

⑦

青
の
字
、
押
来
し
て
、
原
作
に
譲
ら
ず
。

⑧

藍
面

・
赤
心
、
塗
炭
の
熱
を
救
う
。
果
し
て
是
れ
忠
臣
の
化
な
り
。

⑨

蓮
渓
居
士
、
近
ご
ろ
我
が
社
に
入
る
。
其
の
作
は
格
調
自
ら
高
し
。
此
の
饅

辞

に
負
か
ず
。

⑩

余
亦
た
曾
て
、
暁
窓
臥
し
て
桜
花
の
暦
を
す
る
に
、
春
東
山
に
入
り
て
已
に

十
分
、
の
句
有
り
。
此
れ
結
末
命
意
相
似
た
り
。

⑪

後
聯
新
尖
に
し
て
、
中
に
自
佗
相
思
の
意
を
含
む
こ
と
妙
。

⑫

東
民
吟
士
に
詩
有
り
て
云
う
、
寒
喧
適
肌
の
日
、
母
を
奉
じ
て
春
晴
を
歩
む
。

野
外

に
梅
を
探
し
て
去
き
、
渓
上
に
芹
を
摘
み
て
行
く
。
忽
ち
橋
の
独
(?
)
水

に
遇
い
、
先
ず
過
り
て
欲
傾
を
試
み
る
。
此
の
作
と
共
に
是
れ
孝
士
の
詩
、
余

も
也
た
螢
々
と
し
て
風
樹
の
歎
を
禁
ぜ
ず
。

⑬

後
聯
及
結
末
、
第
四
句
の
意
を
承
く
。

一
門
の
和
気
霧
然
見
る
が
如
し
。
而

し
て
舞
字
は
特

に
出
処
有
る
も
亦
た
妙
な
り
。

⑭

起
手
已
に
実
意
を
見
る
。
故
に
二
聯
共
に
是
れ
実
に

一
点

の
虚
飾
無
し
。
三

百
篇

の
意
、
只
だ
思
い
邪
無
し
の
三
字
在
り
。
古
人
亦
た
日
う
、
詩
は
思
い
此

く
の
如
く
に
し
て
、
始
め
て
詩
と
謂
う
可
き
な
り
。

⑮

淡

の
字
虚
な
ら
ず
。
下
前
聯
能
く
煙
味
真
境
を
尽
く
す
。
結
末
亦
た
金
糸
煙

化
し
て
此
の
色
糸
と
為
る
の
文
。

[参
考
文
献
]

◎
日
柳
三
舟
編

『
海
内
詩
媒
』
(日
本
近
代
文
学
館
蔵
他
。
欠
巻
有
)

◎
与
謝
野
光
編

『
与
謝
野
寛
年
譜
』

明
治
書
院

昭
和

一
〇
年
五
月

◎
逸
見
久
美

『
評
伝

・
与
謝
野
鉄
幹
晶
子
』

八
木
書
店

昭
和
五
〇
年
四
月

◎
河
野
鉄
南

「与
謝
野
寛

の
思
出
」

「
立
命
館
文
学
」
ニ
ノ
九

昭
和

一
〇
年

九
月

◎
湯
浅
光
雄

「寛
先
生
少
年
時
代

の
漢
詩
」

「
冬
柏
」
八
巻
七
号

(昭
和
十
二

年
七
月
)

◎
湯
浅
光
雄

「澄
軒
逸
詩
」

「冬
柏
」
十
巻
五
号

(昭
和
十
四
年
五
月
)
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

◎
広
田
栄
太
郎

「楽
し
み
て
淫
す
1
最
近

の
集
書

ノ
ー
ト
か
ら
」

「
日
本
古
書

通
信
」
二
十

一
巻
八
号

昭
和
三

一
年
八
月

◎
奥
野
信
太
郎

「与
謝
野
先
生

の
漢
詩
」

「
群
像
」
十

一
巻
十
号

昭
和
一三

年

一
〇
月

◎
谷
林
博

「与
謝
野
鉄
幹
の
初
期
作
品
を
め
ぐ

っ
て
」

「
日
本
文
学
」
十
二
巻

【
海
内
詩
媒
所
載

・
鉄
幹
漢
詩
】
詩
題

◎
明
治
十
七
年

(
一
八
八
四
)
十

一
歳

:
:
二
首

●
秋
江
晩
望

澄
軒
逸
史

安
藤
寛

●
晩
節

墨
仙
々
史

・

々

◎
明
治
十
八
年

(
一
八
八
五
)
十
二
歳

・:
・
一
〇
首

●
歳
暮
感
懐

○
春
日
早
起

○
蹄
途
口
占

○
晩
眺

○
蹄
途
口
占

○
晩
歩

○
責
茶
待
客

○
江
村
夜
蹄

○
秋
日
閑
居

●
歳
暮
感
懐

◎
明
治
十
九
年

(
一
八
八
六
)

●
又

(丙
戌
新
年
)

○
村
居

○
首
春
山
村

○
春
日
幽
居

○
春
日
蹄
家

○
初
夏
閑
居

十
三
歳

:
:

一
四
首

澄

軒

逸

史

・

々

・

々

・

々

・

々

・

々

・

々

.

々

・

々

.

々

・●

々 々 々 々 々 々

● ● ● ●

々々々々
※

ア

々々々々々々々々々々

・

々

・

々

・

七
号

昭
和

三
八
年
七
月

◎
広
田
栄
太
郎

「鉄
幹
と

『
海
内
詩
媒
』
1
解
説
と
資
料
ー
」

「
大
妻
国
文
」

第
三
号

昭

和
四
七
年
三
月

◎
三
浦
叶

「
『明
星
』

・
鉄
幹

(寛
)

・
晶
子
と
漢
文
学
」

「就
実
語
文
」
十

三
号

一
九
九

二
年

住
吉
人

掻
津
遠
里
小
野
人

々
※
イ

二
十
九
集

三
十
集

三
十

一
集

三
十
三
集

三
十
六
集

三
十
八
集

四
十
集

四
十
二
集

四
十
五
集

四
十
七
集

四
十
九
集

五
十

一
集

五
十
二
集

五
十
三
集

五
十
五
集

五
十
七
集

五
十
九
集

六
十

一
集

十

一
月
二
十
八
日

十

一
月
二
十
八
日

一
月
二
十
八
日

三
月
二
十
五
日

五
月
十
二
日

六
月
十
二
日

七
月
十
二
日

八
月
十
二
日

九
月
二
十
五
日

十
月
二
十
五
日

十

一
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
五
日

一
月
十
二
日

一
月
二
十
五
日

二
月
二
十
五
日

三
月
二
十
五
日

四
月
二
十
五
日

五
月
二
十
五
日

八 七 六 五 四 三 ニ ー 〇 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー

④ ② ③ ② ③ ④ ② ② ① ② ② ② ② ① ② ② ② ① ②
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○
責
茶
待
客

○
夏
夜
聴
雨

○
晩
歩

○
秋
夕
阪
途

○
訪
金
井
晴
村
不
遇

●
同
(山
秀
水
璽
丙
集
)瓜
生
野

○
村
居

○
呈
梅
翁
本
城
先
生

◎
明
治
二
十
年

(
一
八
八
七
)
十
四
歳
:
・
・
一
二
首

○
澄
軒
村
舎
春
初
雑
吟

●
呈
謄
山
先
生

次
其
駒

○
苔
西
京
友
人

○
村
居
雑
詠
之

一

〇
訪
大
江
詩
柄

○
雑
吟

其

一

●
西
瓜

○
題
陶
北
山
房

○
漬
磨

○
題
積
翠
亭

暉
光
寺
雑
吟

一

〇
暉
光
寺
雑
吟
之

一

〇
歳
晩
口
号

◎
明
治
二
十

一
年

(
一
八
八
八
)
十
五
歳
・・
:
一
二
首

●
送
蓮
漢
詞
伯
蹄
子
故
山
二
首

一

〇
春
初
雑
味

節

一

●
書
從
遠
友
來
時
在
東
備
瓶
井
山

○
春
江

○
村
居
雑
詠

●
寄
蓮
漢
詞
伯
伏
乞
次
駒

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

々々々々々々々々々

澄

軒

小

史

・

澄

軒

小

柄

・

々

・

々

・

々

・

々

・

々

・

鐵

雷

道

人

・

鎮

雷

道

人

・

々

・

々

・

鎮

雷

道

人

・

鐵

雷

道

人

・

々

・

鎮

雷

道

人

・

々

・

鐵

雷

道

人

・

々 々 々 々 ※ 々 々 ※ 々 々 々 々 々 々 々 々 々 々

エ ウ
・ ・ ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

々 々 々 々 々 々 々 々

● ● ● ● ● ● ● ●

々 々 々 々 ※ 々 々 々 々 津 々 々 々 々 々 々 々 々

オ 人

々 々 々 々 々 々 々 々

百 百 百 百 百 百十
八 六 四 二 集
集 集 集 集 集

九 九 九 九 九 八 八 八 八 八 七 七
十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
八 六 四 三 一 九 七 五 三 一 九 七
集 集 集 集 集 集 集 集 集 集 集 集

七 七 七 七 六 六 六 六
十 十 十 十 十 十 十 十
五 三 ニ ー 九 七 五 三
集 集 集 集 集 集 集 集

六
月
二
十
五
日

七
月
二
十
五
日

八
月
二
十
五
日

九
月
二
十
五
日

十
月
二
十
五
日

十

一
月
十
二
日

十

一
月
二
十
五
日

十
二
月
二
十
五
日

一
月
二
十
五
日

二
月
二
十
五
日

三
月
二
十
五
日

四
月
二
十
五
日

五
月
二
十
五
日

六
月
二
十
五
日

七
月
二
十
五
日

八
月
二
十
五
日

九
月
二
十
五
日

十
月
十
二
日

十

一
月
十
二
日

十
二
月
十
二
日

一
月
十
二
日

二
月
十
二
日

三
月
十
二
日

四
月
十
二
日

五
月
十
二
日

六
月
十
二
日

四 四 四 四 四 三
四 三 ニ ー 〇 九

③ ③ ② ② ② ⑦

八 七 六 五 四 三 ニ ー 〇 九 八 七 六 五 四 三 ニ ー 〇 九

② ① ② ② ③ ② ④ ② ③ ③ ② ③ ④ ③ ⑥ ② ② ② ② ②
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

○
題
輕
濠
集
次
學
鵬
詞
兄
之
原
龍

々

・

々

○
蝶
雨

鎮
雷
道
人

・

々

○
夜
坐
憶
奮
遊

鐵
雷
道
人

・

々

○
送
吉
田
良
吉
氏
之
朝
鮮

々

・

々

●
奉
父
途
上
作

鑛
雷
道
人

・

々

○
去
岡
山
前
日
題
積
翠
亭

鐵
雷
道
人

・

々

◎
明
治
二
十
二
年

(
一
八
八
九
)
十
六
歳
:
:
六
首

●
巳
丑
新
正

々

.

々

●
苔
黒
井
蓮
漢
及
岡
山
諸
友
間
近
況
伏
乞
次
餉
三
首
之

一

々

・

々

○
梅
花
書
屋
図

本
社
課
題

鎮
雷
道
人

・

々

●
淡
婆
姑

々

・

々

○
瓶
井
山
雑
詠
之

一

々

・

々

○
瓶
井
山
雑
吟
之

一

々

・

々

○
詩
題

○
署
名

(号

・
名
字

・
住
居
)

○
所
載
号

○
発
行
日
付

○
番
号

⑥
七
言
古
詩
。
⑦
三
韻
詩
)
、
の
順
で
記
し
た
。

※
ア
安
堂
寛
。
イ
遠
里
小
路
人
。
ウ
安
藤
貫
。

工
安
藤
貫
。
オ
撮
津
人
寓
脩
前
。

●
は
、
筆
者
が
本
文
中
に
引
用
し
た
詩
。

・

々

百
十
二
集

七
月
十
二
日

・

々

百
十
四
集

八
月
十
二
日

・

々

百
十
六
集

九
月
十
二
日

・

々

百
十
八
集

十
月
十
二
日

・

寓
西
京

一
乗
寺
村

百
二
十
集

十

一
月
十
二
日

・

西
京

一
乗
寺
村
人

百
二
十
二
集

十
二
月
十
二
日

・

西
京

一
乗
寺
人

百
二
十
四
集

一
月
十
二
日

・

寓
西
京

一
乗
寺

百
二
十
六
集

二
月
十
二
日

・

西
京

一
乗
寺
人

百
二
十
八
集

三
月
十
二
日

・

々

百
二
十
九
集

三
月
二
十
五
日

・

々

百
三
十
集

四
月
十
二
日

・

囁
津
遠
里
小
野
人

百
三
十
四
集

六
月
十
二
日

○
詩
型

(①
五
言
絶
句
。
②
七
言
絶
句
。
③
五
言
律
詩
。

四
五

⑥

四
六

③

四
七

⑥

四
八

③

四
九

⑤

五
〇

②

五

一

④

五
二

④

五
三

②

五
四

④

五
五

②

五
六

①

④
七
言
律
詩
。
⑤
五
言
古
詩
。

(四
天
王
寺
大
学
客
員
教
授
)
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